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錦織圭選手のプレーの特徴に関する質的研究手法による解明 
―ダビド・ゴフィン選手との対戦における核心の把握― 
A Clarification of the Characteristics of Kei Nishikori's Plays 
through a Qualitative Studying Method: Finding Out the Heart of  
His Plays in a Match with D. Goffin. 
 
岩本 淳（高等教育推進センター） 
 
Abstract 
 
   This note is a clarification about playing-style of Kei Nishikori, the Japanese top ranking tennis 
player. His performance in 2015 season was ranked at the world top 10 level, and the correct 
explanation of his characteristics of playing-style become important as his achievements attract 
attention of players and coaches. In order to clarify his basic play-style qualitatively, KJ method 
which is one of methods for qualitative studies in Japan is employed. One video, a singles match, 
the third round of 2015 Rogers Cup is selected as an object that is. His play in the match was 
described in writing by the point, and the most impressive content is chosen each game as a 
representative. 20 representative content are grasped for proceed making the heart of his basic 
playing-style. There are three components; a) to taking a risk as gambit of contentious tactics for 
initiatives or for a dominant position, b) his effective double-handed backhand as a resort at every 
strategic point of playing, c) preferring the slightest margin for a match. 
 
キーワード：テニス、錦織圭、プレー、特徴、質的研究 
 
１．目的 
錦織圭選手（以下、「錦織」とする）は、2015 シーズンの ATP ワールドツアー（以下、
「ツアー」とする）・ファイナルズへ出場を果たした。同シーズンに世界ランキング（以下、
「ランキング」とする）の最終順位を 8 位として終了した。彼は 2015 シーズンにおいて
グランドスラム大会での優勝を果たせなかったものの、ツアー・ファイナルズへの二年連
続となる出場を果たし、全米オープンに準優勝の成績を収めた 2014 シーズンを上回る安
定したプレー振りを見せた。 
錦織は日本のテニス界の第一人者である。彼は対戦するプレーヤーらに警戒される存在
であり、世界のファンと関係者からの注目を集める存在である。日本に目を向ければ、テ
ニスをプレーしない者も錦織の試合の中継放送（以下、「試合動画」とする）に声援を送り、
- 1 -
「 ・
ト ：
高等教育推進センター紀要「リベラル・アーツ」11 号 
研究ノート：錦織圭選手のプレーの特徴に関する質的研究手法による解明  
プレーヤーやコーチは彼のプレーに上達の手本を探し求める。錦織に対する関心の高まり
は、試合動画による観戦の機会を増加させた。それに伴って、彼のプレーが論評される機
会もまた増加した。一方、テニスに関する研究においては、錦織のプレーを主題とする試
合動画を基にした報告は僅かである 1)2)。彼のツアーにおけるランキングの順位が上位に安
定していることで、錦織のストロークの技術や作戦、または戦術について、テニスに関す
る研究の取り組みとその成果が期待されている。 
錦織はプレーの水準を現在も進歩させている。彼はランキングの上位のプレーヤーらに
勝利するために挑戦を続けており、そのプレーヤーらは皆が錦織よりも優れた体格の持ち
主である。錦織は技術的、体力的、そして精神的な能力全てを向上させる必要がある。一
方で錦織は同程度のランキングの、また下位のランキングのプレーヤーらに取りこぼさず
に勝利しなければならない。こちらのプレーヤーらは大別すると、長身でサービス・エー
スが多いプレーヤーであるか、または錦織と体格の似た動きの素早いベースライン主戦の
プレーヤーである。錦織がツアーを転戦してランキングの順位を維持する課題の困難さは
想像に難くない。 
錦織といえば、彼の代名詞である「エアーＫ」が思い浮かべる人は多いだろう。この飛
び上がって放つグラウンド・ストロークは彼の得意技であり、離れ技である。ところが上
位のプレーヤー、もしくは長身でサービス・エースの多いプレーヤーとの対戦において、
強要される場面の多くなるショットでもある。体格に優れた対戦相手のスピードのあるシ
ョットは、錦織を一瞬で窮地に追い込むからである。当然ながら彼が離れ業に勝機を見出
す試合のプレーにおいて、錦織のプレーの特徴に関する基本は見出しにくい。彼のプレー
の特徴の解明には先ず、体格の似た動きの素早いベースライン主戦のプレーヤーとの試合
についての研究によって基本に着目して成果を上げることが重要である。本研究は、試合
動画を基にする質的な研究であり、その研究手法として狭義 KJ 法を採用し、2015 シーズ
ンに着実な進歩を果たした錦織のプレー、それの好調さが示されたロジャーズ・カップ
2015 のダビド・ゴフィン（D. Goffin）選手（以下、「ゴフィン」とする）と対戦した試合
について、錦織の基本的なプレーの特徴を解明する 3)。 
 
２．方法 
先ず、狭義 KJ 法によって錦織のプレーの特徴を解明するために、対象となるゴフィン
と対戦した試合に関する基本的な情報を収集する。試合動画と2015ツアーに関する雑誌、
そしてツアーのホームページよって、試合のスコアシートを作成する。そして錦織とゴフ
ィンについてのプロファイルに関する表を作成する。また試合の STATS.、すなわち対戦
におけるプレーヤーのプレーの内容を分類した表を作成する 4)。 
次に、試合動画に狭義 KJ 法を実施するため、錦織のプレーの特徴に関する情報を収集
する。その手続きは、以下の通りである。初めに試合動画中の錦織のプレーの内容を文章
に書き起こす。試合動画を二度ないし三度の回数で再生をする。そして錦織のプレーの内
容を一つないし二つの文で構成される文章に起こす。この書き起こしは、試合の全ポイン
トについて行う。そして試合動画を全てのゲーム毎に再生をして、各ゲームを代表する錦
織のプレーの内容の文章の中から最も基本的な内容の文章１つを選択する。この文章を市
販のラベル紙片（ニチバン製 ML-108）に記載し、元ラベルとする。元ラベルとは、狭義
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KJ 法を実施する最初の情報が記載されたラベル紙片のことである。 
ここで本研究における狭義 KJ 法の工程について説明する。文化人類学者の川喜田二郎
が著書『発想法』で提唱する狭義 KJ 法は、二つの元ラベルの意味するところの近さから
発想の思考によって新たな情報一つに統合する作業を基本とする。この基本によって元ラ
ベル群から統合された情報の得られる限りで進展する。これが一つの段階としての過程で
ある。統合された情報の記載された新たなラベルは、次の段階の過程における元ラベルと
して取り扱う。そして数段階の過程を経て最終的な発想の思考によって、核心的な情報一
つを発想する。ここまでを本研究では狭義 KJ 法の工程とする。最後に、図解と呼ばれる
図面を作成する。これは核心的な情報一つとその下位情報を配置した図面である。この図
面の下位情報の下には元ラベルからの全ての情報を展開してシンボルマーク（以下、「シン
ボル」とする）を付与し、また下位情報間に関係性の有無を把握して関係線を表示し、核
心的な情報の詳細を把握する。 
 
３．結果 
先ず、対象とした試合の内容に関する基礎的な情報について記述する。作成したスコア
シートからは、以下の情報を得た。試合のスコアはセット・カウント 2-0、ストレートで
錦織の勝利であった。第一セットのゲーム・カウントは 6-4、第二セットのゲーム・カウ
ントも 6-4 であった。この試合の総ゲーム数は 20 ゲームであり、試合の総ポイント数は
127 ポイントであった。目に付くのは錦織の奪ったエース数がゴフィンより多いこと、ま
たゴフィンのサービス・ゲームのデュースが縺れていたことである（図１）。 
 
 
図１ 試合のスコアシートの作成ならびに基本情報の収集 
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このスコアシートからサービス・ゲームの取得、またデュースの有無を分析したところ、
錦織は第一セットと第二セット共にゴフィンのサービス・ゲームを一度のブレークをする
ことに成功していた（表１）。 
 
表１ サービス・ゲームの取得ならびにデュースの有無に関する情報 
※ただし、○印はキープ、×印はブレークである。 
 
そして錦織ならびにゴフィンのプロファイルに関する表から、以下の情報を得た。ランキ
ングの最高順位について、錦織の４位に対してゴフィンは 13 位であった。トーナメント
の優勝回数について、錦織の 10 回に対してゴフィンの 2 回であった。身長はゴフィンが
錦織より僅かに高く、体重は錦織がゴフィンより僅かに重かった（表２）。 
 
表２ 錦織ならびにゴフィンのプロファイル 
PLAYER’S PROFILE 
Nishikori  Goffin 
JAPAN COUNTRY BELGUIM 
4 SEED 13 
25 AGE 24 
178cm HEIGHT 180cm 
75kg WEIGHT 68kg 
2007 TURNED PRO 2009 
10 SINGLES TITLES 2 
4 CURRENT RANKING 14 
4(MAR 2015) HIGHEST RANKING 14(JUL 2015) 
 
また試合の STATS.の表から、以下の情報を得た。錦織はエース数、ウィナー数、そして
ネット・プレーで取得したポイント数でゴフィンの成績を上回った。そして試合の総ポイ
ント数 127 ポイントについて、錦織の取得した総ポイント数はゴフィンのそれよりも少な
かった。また錦織の試合における総移動距離はゴフィンのそれよりも少なかった（表３）。 
 
 
 
 
 
第一セットにおけるゲームの進行 第二セットにおけるゲームの進行 
１ ２ ３ ４ ５ ６ ７ ８ ９ 10 １ ２ ３ ４ ５ ６ ７ ８ ９ 10 
錦 織 ― ○ ― ○ ― ○ ― ○ ― ○ ― ○ ― ○ ― ○ ― ○ ― ○ 
ゴフィン ○ ― × ― ○ ― ○ ― ○ ― ○ ― ○ ― ○ ― × ― ○ ― 
デュース ― ― ― ― ― ― ― あり ― あり あり ― あり あり あり ― ― ― ― ― 
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表３ 試合の STATS. 
MATCH SUMMARY 
Nishikori 6-4 6-4 Goffin 
10 ACE 6 
1 DOUBLE FAULTS 4 
61 1ST SERVE IN % 50 
86 1ST SERVE PTS WON 82 
50 2ND SERVE PTS WON 42 
30 WINNERS 13 
24 UNFORCED ERRORS 21 
8/12 NET POINTS WON 4/8 
2/5 BREAK POINTS WON 0/2 
181 KMH AVG. 1ST SERVE SPEED 178 KMH 
138 KMH AVG. 2ND SERVE SPEED 148 KMH 
61 POINTS PLAYED ON SERVE 66 
14 FOREHAND WINNERS 6 
4 BACKHAND WINNERS 1 
44 PTS WON UNDER 5 SHOTS 39 
15 PTS WON BETWEEN 5-9 SHOTS 11 
6 PTS WON OVER 9 SHOTS 9 
58/127 TOTAL PTS WON 69/127 
1356 M TOTAL DISTANCE RUN 1448 M 
MATCH TIME 1:25 
 
次に、試合動画に実施した狭義 KJ 法について基本的な情報をまとめる。元ラベルの枚
数について、試合の総ゲーム数は 20 ゲームであったことから 20 枚を作成した（表４）。
この元ラベル群から、発想の思考による統合を進展させる三段階の過程を経て、核心的な
情報一つに統合された錦織の基本的なプレーの特徴を得た（図２）。その核心的な情報は［絶
えず主導権を争い、両手バックは奥の手にして、紙一重の勝負で勝利する。］であった。そ
して核心的な情報の下位情報についてまとめる。下位情報は三つであった。それらは｛形
勢を正確に把握して手にある主導権を先手で行使し、大胆かつ緻密にプレーする｝、｛自由
自在な両手バックを切り札にして、フォアの展開力によって駆引きする、二段構えで攻撃
する。｝、そして｛サービス、レシーブ、そして片手バックのスライスを上達の課題として、
先を見据えて試合に臨む。｝であった。また下位情報に括られる情報群に対しては、シンボ
ルを付与した。図解の中央付近｛形勢を正確に把握して手にある主導権を先手で行使し、
大胆かつ緻密にプレーする。｝に対して〔徹底して競る〕を付与した。図解の下辺左寄り｛自
由自在な両手バックを切り札にして、フォアの展開力によって駆引きする、ニ段構えで攻
撃する。｝に対しては〔虚実を尽くす〕を、そして図解の下辺右寄り｛サービス、レシーブ、
そして片手バックのスライスを上達の課題として、先を見据えて試合に臨む。｝に対しては
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〔オールラウンド志向〕を付与した。 
最後に、下位情報間に関係性の有無を把握したところ、関係線三つを見出した。先ずは
｛形勢を正確に把握して手にある主導権を先手で行使し、大胆かつ緻密にプレーする。｝と
｛自由自在な両手バックを切り札にして、フォアの展開力によって駆引きする、二段構え
で攻撃する。｝に関係性を認め、これを相互作用の関係を意味する双方向性の関係線で表示
した。そして｛形勢を正確に把握して手にある主導権を先手で行使し、大胆かつ緻密にプ
レーする。｝から｛サービス、レシーブ、そして片手バックのスライスを上達の課題として、
先を見据えて試合に臨む。｝への関係性を認め、これを主従の関係を意味する一方向性の関
係線で表示した。また｛自由自在な両手バックを切り札にして、フォアの展開力によって
駆引きする、二段構えで攻撃する。｝から｛サービス、レシーブ、そして片手バックのスラ
イスを上達の課題として、先を見据えて試合に臨む。｝への関係線を認め、これに主従の関
係を意味する一方向性の関係線で表示した。 
 
表４ 錦織のプレーの特徴的な内容の一覧 
1st.セットの最初のレシーブＧのレシーブを強打すると、
G ポイントの 2nd.サーブに対しても B ラインの内側から
バックハンドで強打した。 
D サイドのワイドへ放ったスライスの 1st.サーブは、速度
はそれほどではないが、角度のついたエース級のショット
だ。 
ゴフィンのバック側をフォアハンドによる打ち込みで攻
めてから、フォア側に展開して走らせる。 
D サイドのセンターに放った 1st.サーブがラインに掛る
エースとなり、ゴフィンはラケットが出ない。 
1up として迎えたレシーブＧに、レシーブのポジションを
下げてペースを落としてラリーをするが、アンフォースト
エラーをしてしまった。 
コードボールでチャンスを得ると、打ち込みの構えを見せ
てゴフィンに対応を迫ってから、ドロップショットでエー
スを奪う。 
1st.セット序盤にレシーブを構えた位置、前方の位置に戻
すと、ゴフィンのバック側をラリーで攻める。 
D サイドで繰り返してセンターを狙う 1st サーブは、ゴフ
ィンの予想を外して、またもエースとなる。 
片手バックのスライスをベースライン深くに放ってゴフ
ィンの強打を凌ぐと、僅かの隙を突いて両手バックのライ
ジングショットをクロスに放って逆襲した。 
緊迫したサービング・フォア・ザ・1st.セットで、ダブル
のセットポイントを握るがフォアハンドをミスして、迎え
たブレーク・ポイントをサーブ＆ボレーで切り抜けた。 
2nd.セットの出だしに、1st.サーブに対するレシーブのポ
ジションを下げて構えた。 
両手バックの当たりの良いダウン・ザ・ラインを起点に、
フォアからも当たりの良いショットを放ってゴフィンを
左右に振り回す。 
ゴフィンの攻めによってバック側に長い距離を走らされ
ても、ダウン・ザ・ラインにウィナーを決めてしまう。 
ラリーが続いて仕掛けにくい展開となると、ベースライン
のセンターに深くに返球してエラーを避け、ゴフィンに難
しいショットを狙わせる。 
ゴフィンの G ポイントでロブに背走する絶体絶命の状況
に、股抜きからロブを放ってゴフィンの頭上を抜いてしま
う。 
D サイドでワイドへ放った 1st.サーブは、ゴフィンの読み
の逆を突いた。 
両手バックをダウン・ザ・ラインに放って逆を突くと、コ
ートの中から高い打点の両手バックのダウン・ザ・ライン
で畳み掛け、ウィナーを奪う。 
2nd.セットで１up として、迎えたサービスＧの 1 ポイン
ト目、1st.サーブはセンターへのエースとなった。 
2nd.サーブに素早く踏み込み、両手バックを飛び込み気味
にレシーブすると、返球に対してすかさずフォアをダウ
ン・ザ・ラインへ強打をしてウィナーを奪った。 
サービング・フォア・ザ・マッチの 1 ポイント目で、単純
に両手バックのドライブでクロスを狙ってラリーをする
と、ダウン・ザ・ラインへ仕掛けたゴフィンはエラーする。 
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、
単
純
に
両
手
バ
ッ
ク
の
ド
ラ
イ
ブ
で
ク
ロ
ス
を
狙
っ
て
ラ
リ
ー
を
す
る
と
、
ダ
ウ
ン
ザ
ラ
イ
ン
へ
仕
掛
け
た
ゴ
フ
ィ
ン
は
エ
ラ
ー
す
る
。
ラ
リ
ー
が
続
い
て
仕
掛
け
に
く
い
展
開
と
な
る
と
、
ベ
ー
ス
ラ
イ
ン
の
セ
ン
タ
ー
に
深
く
に
返
球
し
て
エ
ラ
ー
を
避
け
、
ゴ
フ
ィ
ン
に
難
し
い
シ
ョ
ッ
ト
を
狙
わ
せ
る
。
サ
ー
ビ
ン
グ
・
フ
ォ
ア
・
ザ
・
マ
ッ
チ
の
1ポ
イ
ン
ト
目
で
両
手
バ
ッ
ク
で
ク
ロ
ス
を
狙
い
、
仕
掛
け
に
く
い
展
開
で
は
ベ
ー
ス
ラ
イ
ン
の
セ
ン
タ
ー
深
く
に
返
球
し
続
け
て
、
ゴ
フ
ィ
ン
の
エ
ラ
ー
を
待
つ
。
1s
t.
セ
ッ
ト
序
盤
に
レ
シ
ー
ブ
を
構
え
た
位
置
、
前
方
の
位
置
に
戻
す
と
、
ゴ
フ
ィ
ン
の
バ
ッ
ク
側
を
ラ
リ
ー
で
攻
め
る
。
1u
pと
し
て
迎
え
た
レ
シ
ー
ブ
Ｇ
に
、
レ
シ
ー
ブ
の
ポ
ジ
シ
ョ
ン
を
下
げ
て
ペ
ー
ス
を
落
と
し
て
ラ
リ
ー
を
す
る
が
、
ア
ン
フ
ォ
ー
ス
ト
エ
ラ
ー
を
し
て
し
ま
っ
た
。
先
手
を
取
っ
て
、
下
げ
た
レ
シ
ー
ブ
の
位
置
を
戻
し
て
ゴ
フ
ィ
ン
の
バ
ッ
ク
側
を
攻
め
、
１
up
に
シ
ー
ブ
の
ポ
ジ
シ
ョ
ン
を
下
げ
て
ペ
ー
ス
を
落
と
す
。
2n
d.
セ
ッ
ト
の
出
だ
し
に
、
1s
t.
サ
ー
ブ
に
対
す
る
レ
シ
ー
ブ
の
ポ
ジ
シ
ョ
ン
を
下
げ
て
構
え
た
。
2n
d.
セ
ッ
ト
で
１
up
と
し
て
、
迎
え
た
サ
ー
ビ
ス
Ｇ
の
1ポ
イ
ン
ト
目
、
1s
t.
サ
ー
ブ
は
セ
ン
タ
ー
へ
の
エ
ー
ス
と
な
っ
た
。
リ
ー
ド
を
広
げ
る
と
、
レ
シ
ー
ブ
の
ポ
ジ
シ
ョ
ン
を
下
げ
る
手
を
試
し
、
サ
ー
ビ
ス
Ｇ
の
1ポ
イ
ン
ト
目
に
エ
ー
ス
を
狙
っ
て
、
嵩
に
か
か
る
。
先
手
で
仕
掛
け
て
主
導
権
を
行
使
し
、
リ
ー
ド
を
広
げ
る
と
大
胆
な
作
戦
を
選
択
し
て
、
嵩
に
か
か
っ
て
攻
め
る
。
形
勢
を
正
確
に
把
握
し
て
手
に
あ
る
主
導
権
を
先
手
で
行
使
し
、
大
胆
か
つ
緻
密
に
プ
レ
ー
す
る
。
自
由
自
在
な
両
手
バ
ッ
ク
を
切
り
札
に
し
て
、
フ
ォ
ア
ハ
ン
ド
の
展
開
力
に
よ
っ
て
駆
引
き
す
る
、
二
段
構
え
で
攻
撃
す
る
。
両
手
バ
ッ
ク
の
当
た
り
の
良
い
ダ
ウ
ン
ザ
ラ
イ
ン
を
起
点
に
、
フ
ォ
ア
か
ら
も
当
た
り
の
良
い
シ
ョ
ッ
ト
を
放
っ
て
ゴ
フ
ィ
ン
を
左
右
に
振
り
回
す
。
2n
d.
サ
ー
ブ
に
素
早
く
踏
み
込
み
、
両
手
バ
ッ
ク
を
飛
び
込
み
気
味
に
レ
シ
ー
ブ
す
る
と
、
返
球
に
対
し
て
す
か
さ
ず
フ
ォ
ア
を
ダ
ウ
ン
ザ
ラ
イ
ン
へ
強
打
を
し
て
ウ
ィ
ナ
ー
を
奪
っ
た
。
両
手
バ
ッ
ク
を
起
点
と
し
て
、
フ
ォ
ア
ハ
ン
ド
で
左
右
に
振
り
回
し
、
強
打
し
、
2n
d.
サ
ー
ブ
に
も
攻
撃
を
す
る
。
ゴ
フ
ィ
ン
の
バ
ッ
ク
側
を
フ
ォ
ア
ハ
ン
ド
に
よ
る
打
ち
込
み
で
攻
め
て
か
ら
、
フ
ォ
ア
側
に
展
開
し
て
走
ら
せ
る
。
コ
ー
ド
ボ
ー
ル
で
チ
ャ
ン
ス
を
得
る
と
、
打
ち
込
み
の
構
え
を
見
せ
て
ゴ
フ
ィ
ン
に
対
応
を
迫
っ
て
か
ら
、
ド
ロ
ッ
プ
シ
ョ
ッ
ト
で
エ
ー
ス
を
奪
う
。
ゴ
フ
ィ
ン
の
バ
ッ
ク
側
に
フ
ォ
ア
ハ
ン
ド
を
打
ち
込
ん
で
か
ら
フ
ォ
ア
側
に
展
開
し
、
打
ち
込
み
の
構
え
か
ら
ド
ロ
ッ
プ
シ
ョ
ッ
ト
を
放
っ
て
走
ら
せ
る
。
自
在
な
両
手
バ
ッ
ク
を
起
点
と
し
て
、
フ
ォ
ア
ハ
ン
ド
に
よ
る
攻
め
の
型
の
組
み
合
わ
せ
で
駆
引
き
を
し
て
攻
め
る
。
ゴ
フ
ィ
ン
の
攻
め
に
よ
っ
て
バ
ッ
ク
側
に
長
い
距
離
を
走
ら
さ
れ
て
も
、
ダ
ウ
ン
・
ザ
・
ラ
イ
ン
に
ウ
ィ
ナ
ー
を
決
め
て
し
ま
う
。
両
手
バ
ッ
ク
を
ダ
ウ
ン
・
ザ
・
ラ
イ
ン
に
放
っ
て
逆
を
突
く
と
、
コ
ー
ト
の
中
か
ら
高
い
打
点
の
両
手
バ
ッ
ク
の
ダ
ウ
ン
ザ
ラ
イ
ン
で
畳
み
掛
け
、
ウ
ィ
ナ
ー
を
奪
う
。
両
手
バ
ッ
ク
の
ダ
ウ
ン
・
ザ
・
ラ
イ
ン
は
、
逆
を
突
き
、
高
い
打
点
か
ら
打
ち
込
み
、
走
ら
さ
れ
な
が
ら
も
ウ
ィ
ナ
ー
を
奪
う
攻
撃
力
が
あ
る
。
サ
ー
ビ
ス
、
レ
シ
ー
ブ
、
そ
し
て
片
手
バ
ッ
ク
の
ス
ラ
イ
ス
を
上
達
の
課
題
と
し
て
、
先
を
見
据
え
て
試
合
に
臨
む
。
Dサ
イ
ド
の
ワ
イ
ド
へ
放
っ
た
ス
ラ
イ
ス
の
1s
t.
サ
ー
ブ
は
、
速
度
は
そ
れ
ほ
ど
で
は
な
い
が
、
角
度
の
つ
い
た
エ
ー
ス
級
の
シ
ョ
ッ
ト
だ
。
Dサ
イ
ド
で
ワ
イ
ド
へ
放
っ
た
1s
t.
サ
ー
ブ
は
、
ゴ
フ
ィ
ン
の
読
み
の
逆
を
突
い
た
。
Dサ
イ
ド
で
ワ
イ
ド
へ
放
つ
1s
t.
サ
ー
ブ
は
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
が
良
く
、
ゴ
フ
ィ
ン
の
読
み
の
逆
を
つ
く
配
球
で
エ
ー
ス
を
奪
え
る
。
Dサ
イ
ド
の
セ
ン
タ
ー
に
放
っ
た
1s
t.
サ
ー
ブ
が
ラ
イ
ン
に
掛
る
エ
ー
ス
と
な
り
、
ゴ
フ
ィ
ン
は
ラ
ケ
ッ
ト
が
出
な
い
。
Dサ
イ
ド
で
繰
り
返
し
セ
ン
タ
ー
を
狙
う
1s
t
サ
ー
ブ
は
、
ゴ
フ
ィ
ン
の
予
想
を
外
し
て
、
ま
た
も
エ
ー
ス
と
な
る
。
Dサ
イ
ド
で
セ
ン
タ
ー
へ
放
つ
1s
t.
サ
ー
ブ
は
、
ラ
イ
ン
に
掛
る
ほ
ど
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
が
良
く
、
ゴ
フ
ィ
ン
の
予
想
を
上
回
っ
て
、
何
度
も
エ
ー
ス
に
な
る
。
Dサ
イ
ド
で
の
1s
t.
サ
ー
ブ
は
ゴ
フ
ィ
ン
の
予
想
を
超
え
る
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
と
配
球
の
良
さ
で
、
エ
ー
ス
を
交
え
て
効
果
的
に
ポ
イ
ン
ト
を
上
げ
た
。
1s
t.
セ
ッ
ト
の
最
初
の
レ
シ
ー
ブ
Ｇ
の
レ
シ
ー
ブ
を
強
打
す
る
と
、
Gポ
イ
ン
ト
の
2n
d.
サ
ー
ブ
に
対
し
て
も
Bラ
イ
ン
の
内
側
か
ら
バ
ッ
ク
ハ
ン
ド
で
強
打
し
た
。
片
手
バ
ッ
ク
の
ス
ラ
イ
ス
を
ベ
ー
ス
ラ
イ
ン
深
く
に
放
っ
て
ゴ
フ
ィ
ン
の
強
打
を
凌
ぐ
と
、
僅
か
の
隙
を
突
い
て
両
手
バ
ッ
ク
の
ラ
イ
ジ
ン
グ
シ
ョ
ッ
ト
を
ク
ロ
ス
に
放
っ
て
逆
襲
し
た
。
試
合
開
始
か
ら
レ
シ
ー
ブ
の
強
打
に
徹
し
て
攻
め
、
片
手
バ
ッ
ク
の
深
い
ス
ラ
イ
ス
の
守
り
か
ら
逆
襲
し
、
上
達
に
意
欲
的
に
取
り
組
む
。
【
四
項
目
注
記
】
題
名
：
ロ
ジ
ャ
ー
ズ
カ
ッ
プ
20
15
の
３
回
戦
に
お
け
る
錦
織
の
プ
レ
ー
の
特
徴
作
成
者
：
岩
本
淳
場
所
：
岩
手
県
立
大
学
看
護
学
部
棟
研
究
室
６
作
成
日
：
平
成
28
年
10
月
20
日
絶
え
ず
主
導
権
を
争
い
、
両
手
バ
ッ
ク
は
奥
の
手
に
し
て
、
紙
一
重
の
勝
負
で
勝
利
す
る
。
図
2
狭
義
KJ
法
に
よ
る
錦
織
の
プ
レ
ー
の
基
本
的
な
特
徴
に
つ
い
て
の
図
解
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高等教育推進センター紀要「リベラル・アーツ」11 号 
研究ノート：錦織圭選手のプレーの特徴に関する質的研究手法による解明  
４．考察 
錦織の US オープン 2015 における一回戦敗退のニュースは、活躍が期待されたことか
ら衝撃的なものであった。しかし、前哨戦に当たるカナダで開催されたロジャーズ・カッ
プ 2015 において、錦織は歴史的なスペイン人のプレーヤーであるラファエル・ナダル（R. 
Nadal）選手（以下、「ナダル」とする）に初勝利を上げていた。この成績は錦織が 2015
シーズンにおいてランキングの順位をトップ 10 に維持して練習やトレーニングを積んだ
ことによって彼のプレーが進歩していた証であると思われる。 
錦織のプレーの特徴を解明するために狭義 KJ 法の対象とした試合は、好調の錦織がナ
ダルに初勝利を上げた試合の一つ前の試合で、ロジャーズ・カップ 2015 の三回戦である。
ゴフィンは、ツアーの選手を紹介するプロファイルによると右利きのプレーヤーであり、
両手打ちのバックハンドでプレーをする。彼のランキングの順位は錦織よりも僅かに下位
ではあるがほぼ同格のプレーヤーであり、錦織と体格の似た動きの素早いベースライン主
戦のプレーヤーである。当然のことながら、錦織は US オープンを目前にして、この試合
をストロークの技術と作戦そして戦術に、奇を衒わずに高い課題意識で臨んで勝利を目指
したに違いない。この対戦における錦織のプレーの水準は、彼のプレーの特徴についての
基本に関する質感を掬い取るに最適であると考えられる。 
本研究の考察は、初めに狭義 KJ 法によって捉えられた核心的な情報［絶えず主導権を
争い、両手バックは奥の手にして、紙一重の勝負で勝利する。］について、錦織の基本的な
プレーの特徴としての明解さに着目した内容を検討する。また明解さの詳細については下
位情報等の内容と照らして検討を加える。 
先ず、核心的な情報の初めの箇所である「絶えず主導権を争い、」について、これはスト
ローク、配球、作戦に関する特徴である。ツアーの水準のプレーヤーらは皆が、試合にお
いて主導権を争う。錦織は同程度のランキングの、また下位のランキングのプレーヤーと
の対戦において常に主導権を意識してプレーすることは、基本としての明解さを備えてい
る。彼が試合の最初のポイントにおいてレシーブを強打してウィナーを狙うことも、対戦
相手よりも対戦の最中のある局面において主導権を争う優れた能力が備わっているからで
ある。関連する下位情報｛形勢を正確に把握して手にある主導権を先手で行使し、大胆か
つ緻密にプレーする。｝は、錦織のプレーにおいて駆け引きが安全策に通じる仕組みを捉え
ている。そして後ろの箇所である「紙一重の勝負として勝利する。」について、こちらは主
に作戦と戦術に関する特徴である。これは相手の出来に影響を受けるので、少々明解さに
欠ける。錦織は試合に勝利するために主導権を争うわけである。しかし、主導権をプレー
において行使して優位を築く計算をするだけでなく、主導権の失う局面から逆算して作戦
を立てることをする。錦織にとって虚を突くネット・プレーの作戦さえも、敗北に直結し
なければ無謀ではない、との主張に思える。関連ある下位情報｛サービス、レシーブ、そ
して片手バックのスライスを上達の課題として、先を見据えて試合に臨む。｝は、錦織が僅
差の勝負に踏み込む理由は彼のプレーを進歩させる目標を捉える。その先にはランキング
の上位のプレーヤーからの勝利、そしてグランドスラム大会の優勝の目標が掲げられてい
るはずである。また真ん中の箇所である「両手バックを奥の手にして、」は、錦織の基本的
なプレーの特徴としての明解さを備えた箇所である。なぜならば彼のプレー、すなわちス
トローク、配球、作戦、戦術の全てと関わるからである。両手バックハンドによるストロ
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ークの使用頻度を下げれば、相手はこのショットへの正確な対処が難しくなる。配球で切
り札とすれば難しい状況から逆襲が狙うウィナーを放ち、ゲームやセットを奪う機会が増
える。作戦に採用すれば、正攻法の作戦に裏をかく伏線が備わる。そして戦術に採用すれ
ば勝負所で自分の手に主導権を引き止めやすい。関連ある下位情報｛自由自在な両手バッ
クを切り札にして、フォアの展開力によって駆引きする、二段構えで攻撃する。｝は、彼の
両手バックハンドがツアーにおいて卓越した水準にある可能性が高く、フォアハンドのグ
ラウンド・ストロークとの組み合わせによって対戦相手に先んじて仕掛けられることを示
唆する。試合の主導権の得やすさが特徴の一つと言えそうだ。また試合の STATS.から錦
織の取得したポイント数はゴフィンよりも少ないこと、かつ、錦織の総移動距離もまたゴ
フィンより少ないことに注目したい。スコアはセット・カウント 2-0、錦織は両セットに
ゴフィンのサービス・ゲームを 1 度のブレークをして、ゲーム・カウントは 6-4・6-4 であ
った。これは彼が試合の主導権を掌握し続けて勝利を導いた結果と考えて良いだろう。た
だし、錦織は対戦相手を下回る総移動距離を達成する基本的な戦術を用いるだけではない。
彼は取得するポイント数が対戦相手を上回らなくとも獲得するゲーム数で対戦相手を上回
って試合に勝利する、プレーの効率を高い水準で追及した戦術を用いる可能性があるのだ。 
 次に、核心的な情報が示唆する錦織の基本、彼が奥の手とする「両手バック」、つまり両
手打ちのバックハンド・ストロークについて触れておく。彼の技術と作戦そして戦術を理
解するための視点として、下位情報｛自由自在な両手バックを切り札にして、フォアの展
開力によって駆引きする、二段構えで攻撃する。｝に括られる質感の情報に着目する。質感
についての情報は「自在な」、「起点として」、｢ダウン・ザ・ラインは｣、｢逆を突き｣、「高
い打点」、「打ち込み」、「走らされながらも」、「ウィナーを奪う」である。これらの質感の
情報を検討すると錦織の両手バックハンド・ストロークは、守備力が優秀であることは勿
論のこと、攻撃力もまた優秀である可能性が高いことが理解できる。推測であるが錦織は
攻守を選択する難度の高い局面において攻めから守りへ、守りから攻めへと自在に展開す
る稀な両手打ちのバックハンド・ストロークの水準に到達している可能性がある。であれ
ば圧倒的な両手バックハンドから放つショットを利かせて、フォアハンド側の駆け引きに
集中する作戦やドロップショットを利用して主導権をとり続ける難度の高い戦術を採用す
ることも比較的に容易となる。 
 考察の終わりとして、下位情報間の関係線三つとシンボル〔オールラウンド志向〕につ
いての検討を加えたい。下位情報の｛形勢を正確に把握して手にある主導権を先手で行使
し、大胆かつ緻密にプレーする。｝と｛自由自在な両手バックを切り札にして、フォアの展
開力によって駆引きする、二段構えで攻撃する。｝は、互いに作用し合う関係である。一方
は他方に対する前提となり得る。これら二つの下位情報が、下位情報｛サービス、レシー
ブ、そして片手バックのスライスを上達の課題として、先を見据えて試合に臨む。｝に結び
ついており、そのシンボルは〔オールラウンド志向〕である。現在のツアーにおいて、錦
織にはオールラウンドのスタイルを模索できるプレーヤーの一人ではないだろうか。彼は
弱点の克服に取り組む非凡な才能を示し続けており、将来的にはオールラウンド性を備え
る可能性が高い。我々は、ツアーにおける両手バックハンドを採用するプレーヤーのプレ
ーの水準がオールラウンドの方向に進むこと、そしてその役を錦織が担うことを期待でき
るのである。 
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５．結論 
本研究は、錦織がゴフィンと対戦した試合動画に対する狭義 KJ 法によって、錦織の基
本的なプレーの特徴としての核心的な情報である［絶えず主導権を争って、両手バックは
奥の手にして、紙一重の勝負で勝利する。］を得た。また、この核心的な情報の下位情報｛形
勢を正確に把握して手にある主導権を先手で行使し、大胆かつ緻密にプレーする。｝、｛自由
自在な両手バックを切り札にして、フォアの展開力によって駆引きする、二段構えで攻撃
する。｝、｛サービス、レシーブ、そして片手バックのスライスを上達の課題として、先を見
据えて試合に臨む。｝、そしてシンボル〔徹底して競る〕、〔虚実を尽くす〕、〔オールラウン
ド志向〕、さらに下位情報間に三つの関係線を捉えた。錦織のプレーの特徴は、彼の攻守の
両面に優秀な両手バックハンドを基本とすることが明らかとなった。 
 
付記 
本研究ノートは、平成 28 年 6 月に開催された第 28 回日本テニス学会において「錦織圭選手のプレー
の特徴に関する試合動画の質的研究手法による解明：ロジャース・カップ 2015 のゴファン選手との試合
に対する狭義 KJ 法による解明」として発表した内容の、一部を修正して加筆したものである。ただし本
稿執筆に際し、錦織圭公式サイト内における試合結果の表記に従って、「ロジャース・カップ」を「ロジ
ャーズ・カップ」に、また「ゴファン」を「ゴフィン」に、本文中の表記を改めた。 
 
 
引用・参考文献 
ATPWorldTour.COM、http://www.atpworldtour.com/（2016 年 10 月 20 日閲覧） 
岩月猛泰・高橋正則「コートサーフェス別のファーストサービスに着目した世界一流テニス選手のゲーム
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注 
1) 高橋正則らは、2012 年に開催された第 24 回日本テニス学会において、「錦織圭選手の 2012 年グラン
ドスラム大会における戦術の多変量解析」の題名で、錦織の戦術に関する報告をしている。 
2) 宮地弘太郎らは、2014 年に開催された第 26 回日本テニス学会において「テニスのシングルスゲーム
において流れを掴む局面でのプレーとは－2014 全豪オープンテニス ナダル対錦織を考察する－」の題
名で、錦織のプレーと試合の局面に関する報告をしている。 
3) 研究対象とした動画は次のものである。「ATP テニス ワールドツアー2015：ロジャーズ・カップ～モ
ントリオール～」GAORA SPORTS、2015 年 8 月 10 日～2015 年 8 月 16 日放送。 
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4) 本研究ノートにおけるすべての図・表は、試合動画および次の雑誌を基に作成した。ベースボール・
マガジン社編『テニスマガジン』第 47 巻 2 号（錦織圭 2015 シーズン総決算号）。 
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